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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

1995年 3月 20日

明
日
を
拓
く
女
性
の
祭
り

にぎやかに、女性のアピール

ーーーーー..... 

一
十
団
体
、
ー一一........ 

千
人
が
参
加
/

国
際
女
性
デ
!
の
八
日
夜
、
璽
口
小
の
九
段
会
館
で
は
、
日
本
婦
人
団
体
連
合
会
な
ど
約
二
十
団
体
が
実
行
委
と
な
り

「
一
九
九
五
年
国
際
婦
人
デ
l
中
央
大
会
」
が
聞
か
れ
た
。

九
九
五
年
国
際
婦
人
デ
!
中
央
大
会

ー一一-A

サ
l
ト
の
あ
と
、
女
性
た
ち
の

ア
ピ
ー
ル
で
は
、
職
場
や
地
域
、

学
園
か
ら
参
加
十
数
団
体
が
鐙

場
、
次
々
に
訴
え
。
歌
や
踊
り

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
混
じ
え

「
女
性
を
取
り
ま
く
現
状
は
厳

し
い
が
、
明
る
く
が
ん
ば
ろ
う
」

と、

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

最
後
に
「
世
界
の
女
性
と
連

帯
し
、
平
等

・
開
発
・
平
和
へ

の
行
動
を
意
気
高
く
起
と
し
て

い
こ
う
」
と
い
う
大
会
ア
ピ
ー

ル
、
な
ち
び
に
日
本
と
ア
メ
リ

カ
両
政
府
へ
の
決
議
を
探
摂
。

こ
の
あ
と
、
参
加
者
は
お
茶

ノ
水
駅
付
近
ま
で
、
元
気
よ
く

デ
モ
行
進
し
た
。

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
H
J
T
B丸

の
内
本
居
海
外
旅
行
営
業

部
世
界
女
性
会
議
・

N
G

O
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ス
ク
(
担

当
・
海
老
原
、
太
田
、
矢
野
、

永
井
)
宮
閃
・

3
2
8
4
・

門

I
R
u
h
o
nノ』

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
元
ス
ー
パ
ー
ス
タ

ー
で
あ
る
0
・
J
-
シ
ン
プ
ソ
ン
(
四
七
)
は
離
婚
し
た

委
、
ニ
コ
l
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
(
三
玄
)
と
、
そ
の
男
友
達

を
刺
し
殺
し
た
容
疑
で
昨
宝
ハ
月
に
逮
捕
さ
れ
た
。

と
の
事
件
は
シ
ン
プ
ソ
ン
が
ひ
ど
い
家
庭
内
暴
力
一

を
援
る
っ
て
い
た
と
い
う
乙
と
で
も
注
目
を
浴
び
て

い
る
。
生
前
ニ
コ
l
ル
は
家
庭
内
暴
力
か
ら
一
逃
れ
よ

う
と
し
て
何
度
か
讐
察
に
通
報
し
た
。
し
か
し
讐
宮

は
「
0
・
J

・
シ
ン
プ
ソ
ン
」
と
聞
く
だ
け
で
丸
め

と
ま
れ
て
し
ま
い
、
ニ
コ
l
ル
は
助
け
て
も
ち
え
な

か
っ
た
。
こ
の
事
件
を
担
宣
し
て
い
る
の
が
「
鬼
検

鳥居千代香インド=⑫

事
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
検
事

局
の
マ
l
シ
ャ

・
ク
ラ
l
ク
主
任
検
事
(
回
(
乙
で
あ

る
。
マ
l
シャ

・
ク
ラ
l
ク
は
シ
ン
プ
ソ
ン
裁
判
で

忙
殺
さ
れ
子
育
て
が
置
き
去
り
に
な
っ
て
い
る
と
、

離
婚
訴
訟
中
の
夫
か
ら
ニ
児
の
酔
量
権
を
渡
す
よ
っ

に
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
「
仕
事
中
毒
」
で
年
収
も
夫

の
二
倍
あ
る
ク
ラ
l
ク
検
事
の
場
合
、
裁
判
所
が
ど

う
い
う
決
定
を
下
す
か
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
。

0
・J
・
シ
ン
プ
ソ
ン
の
事
件
に
つ
い
て
ビ
パ
リ

l
ヒ
ル
ズ
社
交
界
の
名
士
、
ニ
コ
1
ル
の
親
友
と
い

う
肩
書
き
の
つ
い
た
女
性
が
密
い
た
本
を
読
ん
だ
。

ニコ
l
ル
は
高
校
時
代
に
は
『
ホ
l
ム
・
カ
ミ
ン
グ

・
プ
リ
ン
セ
ス
』
に
潜
ば
れ
、
ビ
パ
リ
l
ヒ
ル
ズ
の

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
を
し
て
い
た
十
七

歳
の
時
、

0
・
J

・
に
会
い
、

0
・
J
-
は
離
婚
し
、

ニコ
l
ル
と
数
年
岡
崎
慣
し
た
後
、
一
九
八
王
年
に
結

婚
し
た
。
ニコ
l
ル
の
体
つ
き
に
つ
い
て
「
ス
ラ
ッ

と
伸
び
た
均
墜
の
と
れ
た
足
・
・
・
・
・
・
完
墜
に
引
き
締
ま

っ
た
筋
肉
質
の
身
体
に
は
一
オ
ン
ス
の
脂
肪
も
つ
い

て
い
な
い
:
:
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
身
体
を

豊
か
な
胸
の
イ
ン
ド
の
女
神

本
女
性
が
目
指
す
先
が
と
ん
な
世
界
だ
っ
た
ら
と
危

慎
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
一
面
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
女
性
も
H

痩
せ
H

H

若
さ
H

に
価
値

が
置
か
れ
た
社
会
に
来
て
い
る
。
「
ウ
エ
ス
ト
が
三

十
セ
ン
チ
細
く
な
る
」
と
い
う
よ
う
な
驚
く
べ
き
チ

ラ
シ
が
新
聞
に
入
っ
て
い
る
乙
と
が
あ
る
。

イ
ン
ド
に
女
性
の
問
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
り
れ

ど
、
痩
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
魅
力
で
は
な
い
。
第一

太
っ
て
い
る
と
か
痩
せ
て
い
る
と
か
に
こ
だ
わ
ら
な

市
町
村
、
あ
る
い
は
公
民
館
内
一

に
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
た
い
と
こ
一

ろ
は
、
公
民
館
施
設
補
充
費
が

拡
大
し
た
の
で
相
談
し
て
欲
し

い
」
と
言
っ
て
い
る
。

売
春
関
係
の
婦
人
保
護
対
策

費
は
、
「
小
さ
い
補
助
金
は
見

直
し
た
ろ
ど
う
か
と
い
う
声
も

あ
り
、
予
算
確
保
が
苦
し
か
っ

た
」
と
言
う
。
売
春
に
よ
る
入

所
は
一
割
に
満
た
ず
、
八
万
数

千
件
の
家
庭
内
暴
力
の
相
談
を

受
け
て
い
る
と
い
う
。

総
理
府
は
、
北
京
会
識
を
控

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
増
額
だ

っ
た
。〉

北
海
道
の
卓
の

¥
時
一

根
の
平
和
運
動
家
H

一
心

一
前
川
雅
美
さ
ん
が
ニ

/
た
¥
月
二
十
六
日
に
亡
く

(
な
っ
た
。
ま
だ
六
十

四
歳
で
あ
る
。
戦
後
五
十
年
の

年
に
貴
重
な
人
を
失
っ
た
V
前

川
さ
ん
は
北
海
道
の
中
学
の
先

生
だ
っ
た
。
若
い
教
師
や
生
徒

た
ち
に
平
和
の
こ
と
を
考
-
え
て

ほ
し
い
と
、
在
任
中
の
一
九
八

一
年
か
ら
七
年
半
、
一
日
の
休

み
も
な
く
手
書
き
の
新
聞
「
語

部
(
か
た
り
べ
)
」
を
出
し
は

じ
め
た
。
八
二
年
広
島
を
訪
れ

衝
躍
を
う
け
る
。
そ
し
て
、
生

涯
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
オ
キ
ナ
ワ
に

乙
だ
わ
り
続
町
、
暗
闇
き
続
け
た

V
通
信
だ
け
で
は
な
い
。
講
演

会
や
展
示
会
を
開
き
、
八
月
に

は
核
廃
絶
を
訴
え
一
人
で
座
り

こ
み
。
三
年
目
に
は
参
加
す
る

仲
間
が
で
き
た
V
「
語
部
」
は

ワ
ラ
半
紙
半
分
、
片
面
だ
け
刷

っ
た
学
級
通
信
ス
タ
イ
ル
だ

が
、
毎
日
と
い
う
の
は
並
み
大

て
い
の
乙
と
で
は
な
い
。
百
号

た
ま
る
ご
と
に
製
本
さ
れ
た
。

全
篇
平
和
一
色
。
平
和
へ
の
前

川
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
あ
ふ
れ

で
い
る
。
V
「語
部
」
は
前
川

さ
ん
の
在
職
中
発
行
さ
れ
続
け

た
が
、
ち
ょ
、
ス
と
且
取
終
号

(退

職
日
)
が
二
千
号
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
静
内
町
の
自
宅
の

一

関
に
小
さ
な
離
れ
を
建
て
、
手

も
ち
の
原
爆
、
平
和
関
係
の
本

を
も
と
に
一
九
八
九
年
「
平
和

文
庫
」
を
開
設
。
訪
ず
れ
る
一

人
一
人
に

4
同部
ρ

を
つ
と
め

て
い
た
V
「
来
館
者
が
五
百
人

に
な
っ
た
」
な
ど
あ
い
か
わ
ら

ず
マ
メ
な
「
通
信

・
平
和
文
庫
」

も
送
ら
れ
て
き
た
。
「
一
度
見

に
来
て
・
・・
」
と
醤
わ
れ
な
が
ち
、

そ
の
う
ち
に
・:
と
臼
が
す
ぎ

た
。
通
信
「
平
和
文
庫
」
が
来

な
く
な
り
、
気
に
な
っ
て
い
た

が
、
こ
ん
な
に
病
気
が
重
い
と

は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
さ

か
の
早
い
死
だ
っ
た
V
平
和
文

庫
の
本
は
い
ま
四
千
五
百
問
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
前
川
さ

ん
は
ど
こ
か
の
図
書
館
に
寄
贈

も
考
-
え
た
が
受
口
入
れ
先
が
見

つ
か
ら
ず
、
私
費
で
「
文
庫
」

を
建
て
た
と
い
う
。
本
来
、
こ

う
い
う
仕
事
は
公
立
図
書
館
で

す
べ
き
な
の
に
|。
前
川
さ
ん

の
志
を
生
か
し
、
北
海
道
の
ど

こ
か
の
図
書
館
が
「
平
和
文
庫
」

を
引
き
継
い
で
く
れ
な
い
か
と

切
に
思
う
。

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
|

|

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
播
州

龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。
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本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

1995年 3月 20日

明
日
を
拓
く
女
性
の
祭
り

にぎやかに、女性のアピール

ーーーーー..... 

一
十
団
体
、
ー一一........ 

千
人
が
参
加
/

国
際
女
性
デ
!
の
八
日
夜
、
璽
口
小
の
九
段
会
館
で
は
、
日
本
婦
人
団
体
連
合
会
な
ど
約
二
十
団
体
が
実
行
委
と
な
り

「
一
九
九
五
年
国
際
婦
人
デ
l
中
央
大
会
」
が
聞
か
れ
た
。

九
九
五
年
国
際
婦
人
デ
!
中
央
大
会

ー一一-A

サ
l
ト
の
あ
と
、
女
性
た
ち
の

ア
ピ
ー
ル
で
は
、
職
場
や
地
域
、

学
園
か
ら
参
加
十
数
団
体
が
鐙

場
、
次
々
に
訴
え
。
歌
や
踊
り

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
混
じ
え

「
女
性
を
取
り
ま
く
現
状
は
厳

し
い
が
、
明
る
く
が
ん
ば
ろ
う
」

と、

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
た
。

最
後
に
「
世
界
の
女
性
と
連

帯
し
、
平
等

・
開
発
・
平
和
へ

の
行
動
を
意
気
高
く
起
と
し
て

い
こ
う
」
と
い
う
大
会
ア
ピ
ー

ル
、
な
ち
び
に
日
本
と
ア
メ
リ

カ
両
政
府
へ
の
決
議
を
探
摂
。

こ
の
あ
と
、
参
加
者
は
お
茶

ノ
水
駅
付
近
ま
で
、
元
気
よ
く

デ
モ
行
進
し
た
。

下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
H
J
T
B丸

の
内
本
居
海
外
旅
行
営
業

部
世
界
女
性
会
議
・

N
G

O
フ
ォ
ー
ラ
ム
デ
ス
ク
(
担

当
・
海
老
原
、
太
田
、
矢
野
、

永
井
)
宮
閃
・

3
2
8
4
・

門

I
R
u
h
o
nノ』

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
元
ス
ー
パ
ー
ス
タ

ー
で
あ
る
0
・
J
-
シ
ン
プ
ソ
ン
(
四
七
)
は
離
婚
し
た

委
、
ニ
コ
l
ル
・
ブ
ラ
ウ
ン
(
三
玄
)
と
、
そ
の
男
友
達

を
刺
し
殺
し
た
容
疑
で
昨
宝
ハ
月
に
逮
捕
さ
れ
た
。

と
の
事
件
は
シ
ン
プ
ソ
ン
が
ひ
ど
い
家
庭
内
暴
力
一

を
援
る
っ
て
い
た
と
い
う
乙
と
で
も
注
目
を
浴
び
て

い
る
。
生
前
ニ
コ
l
ル
は
家
庭
内
暴
力
か
ら
一
逃
れ
よ

う
と
し
て
何
度
か
讐
察
に
通
報
し
た
。
し
か
し
讐
宮

は
「
0
・
J

・
シ
ン
プ
ソ
ン
」
と
聞
く
だ
け
で
丸
め

と
ま
れ
て
し
ま
い
、
ニ
コ
l
ル
は
助
け
て
も
ち
え
な

か
っ
た
。
こ
の
事
件
を
担
宣
し
て
い
る
の
が
「
鬼
検

鳥居千代香インド=⑫

事
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
検
事

局
の
マ
l
シ
ャ

・
ク
ラ
l
ク
主
任
検
事
(
回
(
乙
で
あ

る
。
マ
l
シャ

・
ク
ラ
l
ク
は
シ
ン
プ
ソ
ン
裁
判
で

忙
殺
さ
れ
子
育
て
が
置
き
去
り
に
な
っ
て
い
る
と
、

離
婚
訴
訟
中
の
夫
か
ら
ニ
児
の
酔
量
権
を
渡
す
よ
っ

に
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
「
仕
事
中
毒
」
で
年
収
も
夫

の
二
倍
あ
る
ク
ラ
l
ク
検
事
の
場
合
、
裁
判
所
が
ど

う
い
う
決
定
を
下
す
か
関
心
が
持
た
れ
て
い
る
。

0
・J
・
シ
ン
プ
ソ
ン
の
事
件
に
つ
い
て
ビ
パ
リ

l
ヒ
ル
ズ
社
交
界
の
名
士
、
ニ
コ
1
ル
の
親
友
と
い

う
肩
書
き
の
つ
い
た
女
性
が
密
い
た
本
を
読
ん
だ
。

ニコ
l
ル
は
高
校
時
代
に
は
『
ホ
l
ム
・
カ
ミ
ン
グ

・
プ
リ
ン
セ
ス
』
に
潜
ば
れ
、
ビ
パ
リ
l
ヒ
ル
ズ
の

ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ
で
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
を
し
て
い
た
十
七

歳
の
時
、

0
・
J

・
に
会
い
、

0
・
J
-
は
離
婚
し
、

ニコ
l
ル
と
数
年
岡
崎
慣
し
た
後
、
一
九
八
王
年
に
結

婚
し
た
。
ニコ
l
ル
の
体
つ
き
に
つ
い
て
「
ス
ラ
ッ

と
伸
び
た
均
墜
の
と
れ
た
足
・
・
・
・
・
・
完
墜
に
引
き
締
ま

っ
た
筋
肉
質
の
身
体
に
は
一
オ
ン
ス
の
脂
肪
も
つ
い

て
い
な
い
:
:
」
と
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
身
体
を

豊
か
な
胸
の
イ
ン
ド
の
女
神

本
女
性
が
目
指
す
先
が
と
ん
な
世
界
だ
っ
た
ら
と
危

慎
す
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
一
面
で
あ
る
。

し
か
し
日
本
女
性
も
H

痩
せ
H

H

若
さ
H

に
価
値

が
置
か
れ
た
社
会
に
来
て
い
る
。
「
ウ
エ
ス
ト
が
三

十
セ
ン
チ
細
く
な
る
」
と
い
う
よ
う
な
驚
く
べ
き
チ

ラ
シ
が
新
聞
に
入
っ
て
い
る
乙
と
が
あ
る
。

イ
ン
ド
に
女
性
の
問
題
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
り
れ

ど
、
痩
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
魅
力
で
は
な
い
。
第一

太
っ
て
い
る
と
か
痩
せ
て
い
る
と
か
に
こ
だ
わ
ら
な

市
町
村
、
あ
る
い
は
公
民
館
内
一

に
コ
ー
ナ
ー
を
作
り
た
い
と
こ
一

ろ
は
、
公
民
館
施
設
補
充
費
が

拡
大
し
た
の
で
相
談
し
て
欲
し

い
」
と
言
っ
て
い
る
。

売
春
関
係
の
婦
人
保
護
対
策

費
は
、
「
小
さ
い
補
助
金
は
見

直
し
た
ろ
ど
う
か
と
い
う
声
も

あ
り
、
予
算
確
保
が
苦
し
か
っ

た
」
と
言
う
。
売
春
に
よ
る
入

所
は
一
割
に
満
た
ず
、
八
万
数

千
件
の
家
庭
内
暴
力
の
相
談
を

受
け
て
い
る
と
い
う
。

総
理
府
は
、
北
京
会
識
を
控

え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
増
額
だ

っ
た
。〉

北
海
道
の
卓
の

¥
時
一

根
の
平
和
運
動
家
H

一
心

一
前
川
雅
美
さ
ん
が
ニ

/
た
¥
月
二
十
六
日
に
亡
く

(
な
っ
た
。
ま
だ
六
十

四
歳
で
あ
る
。
戦
後
五
十
年
の

年
に
貴
重
な
人
を
失
っ
た
V
前

川
さ
ん
は
北
海
道
の
中
学
の
先

生
だ
っ
た
。
若
い
教
師
や
生
徒

た
ち
に
平
和
の
こ
と
を
考
-
え
て

ほ
し
い
と
、
在
任
中
の
一
九
八

一
年
か
ら
七
年
半
、
一
日
の
休

み
も
な
く
手
書
き
の
新
聞
「
語

部
(
か
た
り
べ
)
」
を
出
し
は

じ
め
た
。
八
二
年
広
島
を
訪
れ

衝
躍
を
う
け
る
。
そ
し
て
、
生

涯
、
ヒ
ロ
シ
マ
、
オ
キ
ナ
ワ
に

乙
だ
わ
り
続
町
、
暗
闇
き
続
け
た

V
通
信
だ
け
で
は
な
い
。
講
演

会
や
展
示
会
を
開
き
、
八
月
に

は
核
廃
絶
を
訴
え
一
人
で
座
り

こ
み
。
三
年
目
に
は
参
加
す
る

仲
間
が
で
き
た
V
「
語
部
」
は

ワ
ラ
半
紙
半
分
、
片
面
だ
け
刷

っ
た
学
級
通
信
ス
タ
イ
ル
だ

が
、
毎
日
と
い
う
の
は
並
み
大

て
い
の
乙
と
で
は
な
い
。
百
号

た
ま
る
ご
と
に
製
本
さ
れ
た
。

全
篇
平
和
一
色
。
平
和
へ
の
前

川
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
あ
ふ
れ

で
い
る
。
V
「語
部
」
は
前
川

さ
ん
の
在
職
中
発
行
さ
れ
続
け

た
が
、
ち
ょ
、
ス
と
且
取
終
号

(退

職
日
)
が
二
千
号
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
静
内
町
の
自
宅
の

一

関
に
小
さ
な
離
れ
を
建
て
、
手

も
ち
の
原
爆
、
平
和
関
係
の
本

を
も
と
に
一
九
八
九
年
「
平
和

文
庫
」
を
開
設
。
訪
ず
れ
る
一

人
一
人
に

4
同部
ρ

を
つ
と
め

て
い
た
V
「
来
館
者
が
五
百
人

に
な
っ
た
」
な
ど
あ
い
か
わ
ら

ず
マ
メ
な
「
通
信

・
平
和
文
庫
」

も
送
ら
れ
て
き
た
。
「
一
度
見

に
来
て
・
・・
」
と
醤
わ
れ
な
が
ち
、

そ
の
う
ち
に
・:
と
臼
が
す
ぎ

た
。
通
信
「
平
和
文
庫
」
が
来

な
く
な
り
、
気
に
な
っ
て
い
た

が
、
こ
ん
な
に
病
気
が
重
い
と

は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
ま
さ

か
の
早
い
死
だ
っ
た
V
平
和
文

庫
の
本
は
い
ま
四
千
五
百
問
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
前
川
さ

ん
は
ど
こ
か
の
図
書
館
に
寄
贈

も
考
-
え
た
が
受
口
入
れ
先
が
見

つ
か
ら
ず
、
私
費
で
「
文
庫
」

を
建
て
た
と
い
う
。
本
来
、
こ

う
い
う
仕
事
は
公
立
図
書
館
で

す
べ
き
な
の
に
|。
前
川
さ
ん

の
志
を
生
か
し
、
北
海
道
の
ど

こ
か
の
図
書
館
が
「
平
和
文
庫
」

を
引
き
継
い
で
く
れ
な
い
か
と

切
に
思
う
。

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
|

|

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
播
州

龍
野
、

-
}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。



関
す
る
事
業
」

「環

境

問

題

に

の

家

族

を

同

居

の

祖

父

母

、

兄

関

す

る

事

業

・

消

費

者

教

育

に

弟

姉

妹

ま

で

に

広

げ

る

(

案

は

関

す

る

事

業

」

「

国

際

交

流

に

配

偶

者

、

父

母

、

子

、

配

偶

者

関
す
る
事
業
」
。
活

動

地

域

は

、

の

父

母

)

マ

休

暇

の

形

態

は

日

北

は

青

森

、

南

は

宮

崎

ま

で

。

単

位

と

時

間

短

縮

型

と

し

両

方

ニ

会

場

に

分

か

れ

、

一

事

業

の

組

み

あ

わ

せ

も

可

マ

所

得

保

の

報

告

が

約

十

分

と

い

う

短

い

障

は

園

、

事

業

主

の

負

担

で

六

時
間
で
、
活
動
の
概
略
を
紹
介
、

O
物
、
介
護
休
暇
中
の
健
保
、

そ

の

後

質

疑

応

答

と

い

う

か

た

厚

生

年

金

働

金

の

労

働

者

負

担

ち
が
取
ち
れ
た
。
今

年

の

特

徴

分

を

免

除

す

る

。
中
小
零
細
企

は

、

何

と

言

っ

て

も

北

京

の

会

自

由

法

曹

団

は

、

こ

の

ほ

ど

業

に

対

し

別

途

助

成

措

置

な

識

を

意

識

し

た

も

の

、

国

際

協

「

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

ど

。

ま

た

、

介

護

休

暇

を

と

っ

力
を
テ
l
マ

に

し

た

も

の

、

事

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

案

要

た

こ

と

で

あ

ら

ゆ

る

不

利

益

な

業
の
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
凝
っ
た
も
綱
」
に
闘
し
、
意
見
書
を
発
表
取
り
扱
い
を
受
け
る
乙
と
の
な

の
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。

し
た
。

い
よ
う
に
す
る
、
な
ど
。

ま

た

、

昨

年

に

引

き

続

き

二

意

見

の

大

要

は

ー

ー

マ
対
象

年
目
の
事
業
も
あ
り
、
全
体
的
一
一
三
三
一
一
=
=
=
一
=
=
=
=
=
=
=
一
一
一
一
=
=
=
=
=
三
三
一
三
三
一
一
三
一三====一三三三一一主=三一三===zzE==========三三三三====一一三三=

を
つ
け
、
そ
の
た
め
に
自
分
で
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。
自

J

七
五
年
に
「
国
連
女
性
の
十
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
女
性
が

考
え
行
動
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
分
た
ち
の
活
動
を
政
策
に
生
か

翻
翻
醐
鴨
臨
臨
麟

年
」
が
始
ま
っ
て
以
来
二
十
年
企
画
す
る
旅
行
の
会
を
サ
ボ
ー

を
支
援
し
て
い
る
の
が
こ
の
事
し
て
い
乙
う
と
い
う
活
動
も
あ

融
輔
醐
醐
醐
麟
輔

自
の
今
年
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
ト
し
な
が
ら
、

一
緒
に
国
際
女

警
と
と
挨
拶
し
た
。

っ

た
が
、
若
干
小
粒
、
も
う
一

購
払
伊
閥
鶴
野
融
け

一
万
人
規
模
の
国
際
会
識
が
北
性
会
識
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

活
動
の
テ
i
マ
は
、
「
男
女
歩
踏
み
込
ん
で
欲
し
か
っ
た
と
韓
議
轄
端

付

京
高
か
れ
ま
す
。
日
本
か
ら
三
月
二
十
五
日
十
三
時
半
i

平
等
意
識
改
革
に
関
す
る
事
い
う
の
が
、
正
直
な
印
象
だ
。

髄
鞠
麟
駅
蜘
醐
け
も
五
千
人
参
加
す
る
貝
込
み
。

十
六
時
渋
谷
女
性
セ
ン
タ
ー

業
」
「
女
性
の
一
生
涯
単
J

習
に
関
報
告
者
か
ら
の
感
想
は
、
同
騨
個

恥

劇

醐

受

国
際
会
議
に
初
め
て
参
茄
す
る
・
ア
イ
リ
ス
七
階
学
習
室
参

田
掴
曹

FJV'
凶
思

aa鞄
醐

司

1
J

す
る
事
業
」
「
家
庭
と
地
域
の
県
内
の
遣
う
地
域
の
グ
ル
ー
プ

融
噛
品
醐
蝿
品
醐

R
H

人
は
、
ど
ん
な
心
構
え
で
行
け
加
費
千
円
(
会
員
五
百
円
)。

教
育
力
に
関
す
る
事
業
」
「
女
の
女
性
た
ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

縄

出

揃

鞠

質

ま
い
い
の
か
と
、
考
え
て
い
る
参
加
申
込
&
問
い
合
わ
せ
は
、

務
噛
謝
闘
闘
騎
観
樹
斗
j

pv

性
の
手
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
が
で
き
た
こ
と
、
新
し
い
人
材

騨

指

知

醐

印

人
も
多
い
の
で
は
り

。き
で
、
女
性
文
化
を
リ
ン
ク
す
る
さ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
一
を
発
掘
で
き
た
と
と
な
ど
が
共

闘

問

調

即

時

こ

前
回
八
五
年
の
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
問
・

②
砂
糖
、
生
ク
リ
ー
ム
、
一
一
通
項
。
活
動
報
告
を
聞
く
中
で

軒

.. 
M
叫
騒

L

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
(
片
岡
)
、

F
A
X
m
・

24

三

髄

騨

融

担

制

醜

ム

小
麦
粉
、
シ
ナ
モ
ン
、
コ
ア
一
一
見
え
て
く
る
の
は
、
日
本
の
社

間

嶋

鴫

輔

欝

山
田
満
枝
さ
ん
と
、
若
者
の

6
9
・
7
6
5
0。
ル

・
シ
ェ

三

脚

醐

醐

臨

融

醐

鶴

一

フ

ン
ト
ロ
ー
を
加
え
滑
ら
か
に
一
一
会
で
は
性
別
役
割
分
担
意
識
が

醐
噛
離
日
開
謹
一

水
沢
靖
子
さ
ん
が
語
る
す
っ
た

l
ル
「
北
京
へ
の
旅
を
お
世
話

す
る
。

一
一
依
然
と
し
て
払
拭
さ
れ
て
い
な

覇

噛

鋸

輔

オ

も
ん
だ
の
体
験
談
や
ナ
イ
ロ
ビ
す
る
会
」
宮
閃
・

3
9
7
0
・

③
鉄
板
の
上
に
丸
型
の
ク
一
一
い
と
い
う
乙
と
だ
っ
た
。

購

輔

艶

瞬

一

フ

の
会
場
風
察
を
と
っ
た
十
六
ミ

4
0
2
4
(保
正
)
、

F
A
X

ッ
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
敷
一
一
一
一
日
目
の
全
体
会
で
は
委
員

輔
蜘
唱
開
制
醐
醐

O

リ
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
、
北
京
の
回
・

5
3
8
6
・
0
0
0
2。

き
、
う
ず
状
に
絞
り
出
す
。

一
一
言
、
「
講
座
・
学
習
が
中
心

鶴

野

監

轟

G

事
情
適
の
最
新
情
報
な
ど
を
盛
遠
方
の
方
で
表
面
で
き
な
い

④
黄
桃
を
薄
切
り
に
し
、
=
一
の
事
業
に
偏
り
が
ち
で
は
な
か

醐
都
内
A
削
制
輔

N

り
込
ん
だ
集
ま
り
「
北
京
へ
行
方
に
は
、
当
日
の
資
料
を
お
送

放
射
状
に
並
べ
、
中
央
に
チ
一
一
っ
た
か
」
、
「
男
女
共
同
参
画

輔

曜

覇

性

こ
う
」
を
開
き
ま
す
。

り
い
た
し
ま
す
。
切
手
五
百
円

エ
リ
ー
を
き
。

一
一
型
社
会
実
現
の
た
め
の
第
一
の
臨
時
抄
韓
女
主
催
の
「
女
性
文
化
を
り
ン
分
を
同
封
の
上
一
最
新
宿
区
神

⑤
捌
℃
の
オ
ー
プ
ン
で
三
重
で
あ
る
性
別
役
劃
分
業
意

輔

副

嘘

輯

ク
す
る
会
」
は
、
昨
年
七
月
に
楽
坂
6
|邸
中
島
ビ
ル
叩
「
女

日
分
焼
く
。

一
一
識
の
聞
い
直
し
」
、
「
女
性
運

離

軸

輯

韓

女
性
の
文
化
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
性
文
化
を
リ
ン
ク
す
る
会
」
ま

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
パ

一

一

動

が

社

会

的

地

位

を

得

る

た

め

す

る

乙

と

を

め

ざ

し

て

つ

く

ろ

で

。

イ

ス

)

一

一

ZZ822zgzzzzzzzzzZ22222zzzzz多
ZZ多
222zzzgood

シ
ナ
モ
ン
は
、
芋
臭
を
取
三

i

]

]

γ
」

歳

以

下

。
通
常
士
丁
十
三
時
の
伺
社
か
は
蓄
に
応
じ
た
。

リ
l
ム

謀

、

小

麦

粉

る

の

に

欠

か

せ

な

い

ス

パ

イ

一

市

盟

ネ

「

ιト

E
1
2
間
二
一
J
毒

さ

れ

る

。
虐
が
、
状
況
は
き
て
い
な
い
0

7
d
lメ
ソ
ッ
ク
ス
で
す
。
タ

1メ
リ

ッ

ク

で

三

町

醐

副

J

ゴ

Z
1
2
1つ
一
票
差
し
て
お
り
、
女
性
労
い
ま
だ
警
の
保
障
す
る
労
働

オ

小
さ
じ
凶
、
シ
ナ
モ
ン
パ
ウ
と
て
も
き
れ
い
な
黄
色
に
仕
=
|
圃
圃

『

」

H
H
!
?
1
1「
し
働
者
の
四
分
の
一
が
、
監
督
か
組
合
設
立
が
認
め
ら
れ
て
い
な

=一

L

2
 

(2) 

残
る
性
別
役
割
分
業
意
識

詩
句
弘
同
吋
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を

〈月曜日〉1995年 3月 20日つを帝 f、来斤陪胃

一
粧
品
憾
閣
議
婁
菱
川
議
議
…

l
a川
川
川
引
川
口
パ
パ
1
1寸
け
汁
川
1
1
U川
l
J川
」

は
、
タ
イ
ム
、
ク
ミ
ン
、
ガ
l

メ
リ
ッ
ク
臭
を
押
さ
え
る
こ

加
熱
調
理
で
に
お
い
を
抑
え
る
一

晶
表

-
E
E
l--
l

Jい
い

は

い

い

」

リ
ッ
ク
、
オ
ニ
オ
ン
な
ど
を
と
が
で
き
ま
す
。

ま
し
た
0

・
プ
レ
ン
ド
し
て
使
っ
た
り
、
で
ん
ぷ
ん
質
が
多
い
も
の

タ

lメ
リ
ッ
ク
は
、
油
に
加
熱
調
理
を
す
る
と
、
タ

l
に
、
タ

lメ
リ
ッ
ク
を
使
い
、

よ
く
溜
り
る
の
で
、
油
を
使

っ
た
料
理
に
良
く
合
い
ま
す

が
、
特
有
の
土
臭
さ
が
あ
る

の
で
、
少
量
使
う
の
が
コ
ツ

で
す
。
タ
ン
ド
リ
l
チ
キ
ン

や
カ
レ
ー
な
ど
、
タ
l
メ
リ

ッ
ク
を
多
量
に
使
う
料
理
に

国

沢
庵
と
カ
レ
!
の
黄
色
が

同
じ
H

タ
l
メ
リ
ッ
ク
μ

と

い
う
の
は
、
鰐
く
べ
き
事
実

で
す
。
前
号
に
も
あ
る
よ
う

に
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
は
、
西

洋
料
理
の
ブ
イ
ヤ
ベ

l
ス
や

パ
エ
リ
ア
な
ど
の
、
サ
フ
ラ

ン
を
使
う
料
理
の
色
づ
け
に

も
代
用
品
と
し
て
利
用
さ
れ

g
y
J
P
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、
写真を使って活動報告

文
部
省
が
一
九
九

O
杢
度
か
、
見
行
っ
て
い
る
「
女
性
の
社
会

参
加
支
援
特
別
推
進
事
業
」
の
一
九
九
四
年
度
の
墾
口
会
が
、

三
月
六
日
、
七
日
、
東
京
・
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
で
聞
か
れ
む
同
事
業
は
、
女
性
の

能
力
を
生
か
し
た
各
種
の
社
会
参
加
・
参
画
を
促
進
す
る
た
め

の
学
習
・
実
践
の
モ
デ
ル
的
事
業
を
、
女
性
団
体
な
ど
に
委
嘱

し
て
い
る
も
の
。
今
年
度
は
二
十
四
事
業
で
、
団
体
・
グ
ル
ー

プ
の
手
に
よ
っ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
行
わ
れ
む

地
域
に
根
ざ
し
た
凶
事
業

報
告
会
に
先
立
ち
、
企
画
運

営
委
員
長
の
目
黒
依
子
さ
ん
は

「
北
京
の
会
議
で
中
心
の
課
題

に
な
る
だ
ろ
う
一
つ
に
エ
ン
パ

ワ
l
メ
ン
ト
が
あ
る
。
女
性
が

持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し
、
社

会
作
り
を
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ

な
方
法

・
表
現
が
あ
る
。
エ
ン

パ
ワ
l
メ
ン
ト
は
、
女
性
が
自

立
し
た
人
間
と
し
て
生
き
る
力

妙
め
た
り
煮
込
ん
だ
り
す
る

と
、
黄
色
の
色
が
良
く
で
ま

す
。〈
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
の
簡

単
お
菓
子
〉

【
材
料
】

マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ

ト:・

m
g、
ぬ
る
ま
湯
・
:

側
∞
、
砂
糖
:
・
初
g
、
生
ク

惨164.... 

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
養

成
」
、

「学
習
後
、
自
分
た
ち

が
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
と
い

っ
た
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
必

要
性
」
、
そ
じ
て
、
「
グ
女
性
H

と
い
え
ば
H

地
域
・
家
庭
H

と

い
う
テ
l
マ
設
定
に
見
る
新
性

別
役
割
分
差
意
識

(男
は
、
職

場
、
女
は
地
域
・
'家
庭
)
が
現

れ
て
い
る
0
1
社
会
参
加
の
方
法

に
つ
い
て
白
紙
に
戻
っ
て
考

え
、
社
会
参
官
刈
つ
な
げ
て
欲

し
い
」
と
い
ルつ
え
叱
時
激
励
の

意
味
で
辛
口
の
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
た
。

自由法曹団が発表

E&Eの東芝
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快速洗い

Z72J 
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たった28分で
きれいに洗い上げます二
「反転竜巻水流」と「倍速シャワーすすぎ」が実現O

しかも洗浄力が約30%アップ二(強力コースの場合)

わずか92L。
お風自の浴槽のほぼ半分で洗えます:
「新構造節水槽Jと「倍速シャワーすすぎ」てJムダ水を

おさえて、経済的にお洗濯。

全自動洗濯機AW-60X7(容量6.0kg)本体標準価格97，000円(税J.l1J)
(wu)ニューシルキーホワイト、(H)エ7セルグレ一、 (C)マイルトベーンユ 寸，圭 福ホース吉ι)625x奥行印Ix高さ926mo

砂この広告の数値1.当社従見慣IIAW.ωG5との比恒定時冨置の7割("2k.g .. 王 町時て、・'~1!< .15L 分の混省てす ・必噌1'7170Lの唱吉

.お問い合わせ'" 干10501東京都品区a.爾111 略薫互広告部ラ""ソ 噌器担当 TEL_03 [3.:，7、2355s 
い

ι 

やさしさを大切にしま札束芝 1 

関
す
る
事
業
」

「環

境

問

題

に

の

家

族

を

同

居

の

祖

父

母

、

兄

関

す

る

事

業

・

消

費

者

教

育

に

弟

姉

妹

ま

で

に

広

げ

る

(

案

は

関

す

る

事

業

」

「

国

際

交

流

に

配

偶

者

、

父

母

、

子

、

配

偶

者

関
す
る
事
業
」
。
活

動

地

域

は

、

の

父

母

)

マ

休

暇

の

形

態

は

日

北

は

青

森

、

南

は

宮

崎

ま

で

。

単

位

と

時

間

短

縮

型

と

し

両

方

ニ

会

場

に

分

か

れ

、

一

事

業

の

組

み

あ

わ

せ

も

可

マ

所

得

保

の

報

告

が

約

十

分

と

い

う

短

い

障

は

園

、

事

業

主

の

負

担

で

六

時
間
で
、
活
動
の
概
略
を
紹
介
、

O
物
、
介
護
休
暇
中
の
健
保
、

そ

の

後

質

疑

応

答

と

い

う

か

た

厚

生

年

金

働

金

の

労

働

者

負

担

ち
が
取
ち
れ
た
。
今

年

の

特

徴

分

を

免

除

す

る

。
中
小
零
細
企

は

、

何

と

言

っ

て

も

北

京

の

会

自

由

法

曹

団

は

、

こ

の

ほ

ど

業

に

対

し

別

途

助

成

措

置

な

識

を

意

識

し

た

も

の

、

国

際

協

「

育

児

休

業

等

に

関

す

る

法

律

ど

。

ま

た

、

介

護

休

暇

を

と

っ

力
を
テ
l
マ

に

し

た

も

の

、

事

の

一

部

を

改

正

す

る

法

律

案

要

た

こ

と

で

あ

ら

ゆ

る

不

利

益

な

業
の
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
凝
っ
た
も
綱
」
に
闘
し
、
意
見
書
を
発
表
取
り
扱
い
を
受
け
る
乙
と
の
な

の
が
多
か
っ
た
こ
と
だ
。

し
た
。

い
よ
う
に
す
る
、
な
ど
。

ま

た

、

昨

年

に

引

き

続

き

二

意

見

の

大

要

は

ー

ー

マ
対
象

年
目
の
事
業
も
あ
り
、
全
体
的
一
一
三
三
一
一
=
=
=
一
=
=
=
=
=
=
=
一
一
一
一
=
=
=
=
=
三
三
一
三
三
一
一
三
一三====一三三三一一主=三一三===zzE==========三三三三====一一三三=

を
つ
け
、
そ
の
た
め
に
自
分
で
に
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。
自

J

七
五
年
に
「
国
連
女
性
の
十
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
女
性
が

考
え
行
動
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
分
た
ち
の
活
動
を
政
策
に
生
か

翻
翻
醐
鴨
臨
臨
麟

年
」
が
始
ま
っ
て
以
来
二
十
年
企
画
す
る
旅
行
の
会
を
サ
ボ
ー

を
支
援
し
て
い
る
の
が
こ
の
事
し
て
い
乙
う
と
い
う
活
動
も
あ

融
輔
醐
醐
醐
麟
輔

自
の
今
年
、
ア
ジ
ア
で
初
め
て
ト
し
な
が
ら
、

一
緒
に
国
際
女

警
と
と
挨
拶
し
た
。

っ

た
が
、
若
干
小
粒
、
も
う
一

購
払
伊
閥
鶴
野
融
け

一
万
人
規
模
の
国
際
会
識
が
北
性
会
識
の
実
態
に
迫
り
ま
す
。

活
動
の
テ
i
マ
は
、
「
男
女
歩
踏
み
込
ん
で
欲
し
か
っ
た
と
韓
議
轄
端

付

京
高
か
れ
ま
す
。
日
本
か
ら
三
月
二
十
五
日
十
三
時
半
i

平
等
意
識
改
革
に
関
す
る
事
い
う
の
が
、
正
直
な
印
象
だ
。

髄
鞠
麟
駅
蜘
醐
け
も
五
千
人
参
加
す
る
貝
込
み
。

十
六
時
渋
谷
女
性
セ
ン
タ
ー

業
」
「
女
性
の
一
生
涯
単
J

習
に
関
報
告
者
か
ら
の
感
想
は
、
同
騨
個

恥

劇

醐

受

国
際
会
議
に
初
め
て
参
茄
す
る
・
ア
イ
リ
ス
七
階
学
習
室
参

田
掴
曹

FJV'
凶
思

aa鞄
醐

司

1
J

す
る
事
業
」
「
家
庭
と
地
域
の
県
内
の
遣
う
地
域
の
グ
ル
ー
プ

融
噛
品
醐
蝿
品
醐

R
H

人
は
、
ど
ん
な
心
構
え
で
行
け
加
費
千
円
(
会
員
五
百
円
)。

教
育
力
に
関
す
る
事
業
」
「
女
の
女
性
た
ち
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

縄

出

揃

鞠

質

ま
い
い
の
か
と
、
考
え
て
い
る
参
加
申
込
&
問
い
合
わ
せ
は
、

務
噛
謝
闘
闘
騎
観
樹
斗
j

pv

性
の
手
に
よ
る
地
域
づ
く
り
に
が
で
き
た
こ
と
、
新
し
い
人
材

騨

指

知

醐

印

人
も
多
い
の
で
は
り

。き
で
、
女
性
文
化
を
リ
ン
ク
す
る
さ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4
一
を
発
掘
で
き
た
と
と
な
ど
が
共

闘

問

調

即

時

こ

前
回
八
五
年
の
ナ
イ
ロ
ビ
会
議
問
・

②
砂
糖
、
生
ク
リ
ー
ム
、
一
一
通
項
。
活
動
報
告
を
聞
く
中
で

軒

.. 
M
叫
騒

L

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
(
片
岡
)
、

F
A
X
m
・

24

三

髄

騨

融

担

制

醜

ム

小
麦
粉
、
シ
ナ
モ
ン
、
コ
ア
一
一
見
え
て
く
る
の
は
、
日
本
の
社

間

嶋

鴫

輔

欝

山
田
満
枝
さ
ん
と
、
若
者
の

6
9
・
7
6
5
0。
ル

・
シ
ェ

三

脚

醐

醐

臨

融

醐

鶴

一

フ

ン
ト
ロ
ー
を
加
え
滑
ら
か
に
一
一
会
で
は
性
別
役
割
分
担
意
識
が

醐
噛
離
日
開
謹
一

水
沢
靖
子
さ
ん
が
語
る
す
っ
た

l
ル
「
北
京
へ
の
旅
を
お
世
話

す
る
。

一
一
依
然
と
し
て
払
拭
さ
れ
て
い
な

覇

噛

鋸

輔

オ

も
ん
だ
の
体
験
談
や
ナ
イ
ロ
ビ
す
る
会
」
宮
閃
・

3
9
7
0
・

③
鉄
板
の
上
に
丸
型
の
ク
一
一
い
と
い
う
乙
と
だ
っ
た
。

購

輔

艶

瞬

一

フ

の
会
場
風
察
を
と
っ
た
十
六
ミ

4
0
2
4
(保
正
)
、

F
A
X

ッ
キ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
を
敷
一
一
一
一
日
目
の
全
体
会
で
は
委
員

輔
蜘
唱
開
制
醐
醐

O

リ
フ
ィ
ル
ム
の
上
映
、
北
京
の
回
・

5
3
8
6
・
0
0
0
2。

き
、
う
ず
状
に
絞
り
出
す
。

一
一
言
、
「
講
座
・
学
習
が
中
心

鶴

野

監

轟

G

事
情
適
の
最
新
情
報
な
ど
を
盛
遠
方
の
方
で
表
面
で
き
な
い

④
黄
桃
を
薄
切
り
に
し
、
=
一
の
事
業
に
偏
り
が
ち
で
は
な
か

醐
都
内
A
削
制
輔

N

り
込
ん
だ
集
ま
り
「
北
京
へ
行
方
に
は
、
当
日
の
資
料
を
お
送

放
射
状
に
並
べ
、
中
央
に
チ
一
一
っ
た
か
」
、
「
男
女
共
同
参
画

輔

曜

覇

性

こ
う
」
を
開
き
ま
す
。

り
い
た
し
ま
す
。
切
手
五
百
円

エ
リ
ー
を
き
。

一
一
型
社
会
実
現
の
た
め
の
第
一
の
臨
時
抄
韓
女
主
催
の
「
女
性
文
化
を
り
ン
分
を
同
封
の
上
一
最
新
宿
区
神

⑤
捌
℃
の
オ
ー
プ
ン
で
三
重
で
あ
る
性
別
役
劃
分
業
意

輔

副

嘘

輯

ク
す
る
会
」
は
、
昨
年
七
月
に
楽
坂
6
|邸
中
島
ビ
ル
叩
「
女

日
分
焼
く
。

一
一
識
の
聞
い
直
し
」
、
「
女
性
運

離

軸

輯

韓

女
性
の
文
化
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
性
文
化
を
リ
ン
ク
す
る
会
」
ま

〈
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
パ

一

一

動

が

社

会

的

地

位

を

得

る

た

め

す

る

乙

と

を

め

ざ

し

て

つ

く

ろ

で

。

イ

ス

)

一

一
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シ
ナ
モ
ン
は
、
芋
臭
を
取
三

i

]

]

γ
」

歳

以

下

。
通
常
士
丁
十
三
時
の
伺
社
か
は
蓄
に
応
じ
た
。

リ
l
ム

謀

、

小

麦

粉

る

の

に

欠

か

せ

な

い

ス

パ

イ

一

市

盟

ネ

「

ιト

E
1
2
間
二
一
J
毒

さ

れ

る

。
虐
が
、
状
況
は
き
て
い
な
い
0

7
d
lメ
ソ
ッ
ク
ス
で
す
。
タ

1メ
リ

ッ

ク

で

三

町

醐

副

J

ゴ

Z
1
2
1つ
一
票
差
し
て
お
り
、
女
性
労
い
ま
だ
警
の
保
障
す
る
労
働

オ

小
さ
じ
凶
、
シ
ナ
モ
ン
パ
ウ
と
て
も
き
れ
い
な
黄
色
に
仕
=
|
圃
圃

『

」

H
H
!
?
1
1「
し
働
者
の
四
分
の
一
が
、
監
督
か
組
合
設
立
が
認
め
ら
れ
て
い
な

=一

L

2
 

(2) 

残
る
性
別
役
割
分
業
意
識

詩
句
弘
同
吋
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を

〈月曜日〉1995年 3月 20日つを帝 f、来斤陪胃

一
粧
品
憾
閣
議
婁
菱
川
議
議
…

l
a川
川
川
引
川
口
パ
パ
1
1寸
け
汁
川
1
1
U川
l
J川
」

は
、
タ
イ
ム
、
ク
ミ
ン
、
ガ
l

メ
リ
ッ
ク
臭
を
押
さ
え
る
こ

加
熱
調
理
で
に
お
い
を
抑
え
る
一

晶
表

-
E
E
l--
l

Jい
い

は

い

い

」

リ
ッ
ク
、
オ
ニ
オ
ン
な
ど
を
と
が
で
き
ま
す
。

ま
し
た
0

・
プ
レ
ン
ド
し
て
使
っ
た
り
、
で
ん
ぷ
ん
質
が
多
い
も
の

タ

lメ
リ
ッ
ク
は
、
油
に
加
熱
調
理
を
す
る
と
、
タ

l
に
、
タ

lメ
リ
ッ
ク
を
使
い
、

よ
く
溜
り
る
の
で
、
油
を
使

っ
た
料
理
に
良
く
合
い
ま
す

が
、
特
有
の
土
臭
さ
が
あ
る

の
で
、
少
量
使
う
の
が
コ
ツ

で
す
。
タ
ン
ド
リ
l
チ
キ
ン

や
カ
レ
ー
な
ど
、
タ
l
メ
リ

ッ
ク
を
多
量
に
使
う
料
理
に

国

沢
庵
と
カ
レ
!
の
黄
色
が

同
じ
H

タ
l
メ
リ
ッ
ク
μ

と

い
う
の
は
、
鰐
く
べ
き
事
実

で
す
。
前
号
に
も
あ
る
よ
う

に
、
タ
l
メ
リ
ッ
ク
は
、
西

洋
料
理
の
ブ
イ
ヤ
ベ

l
ス
や

パ
エ
リ
ア
な
ど
の
、
サ
フ
ラ

ン
を
使
う
料
理
の
色
づ
け
に

も
代
用
品
と
し
て
利
用
さ
れ

g
y
J
P
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、
写真を使って活動報告

文
部
省
が
一
九
九

O
杢
度
か
、
見
行
っ
て
い
る
「
女
性
の
社
会

参
加
支
援
特
別
推
進
事
業
」
の
一
九
九
四
年
度
の
墾
口
会
が
、

三
月
六
日
、
七
日
、
東
京
・
代
々
木
の
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記

念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
で
聞
か
れ
む
同
事
業
は
、
女
性
の

能
力
を
生
か
し
た
各
種
の
社
会
参
加
・
参
画
を
促
進
す
る
た
め

の
学
習
・
実
践
の
モ
デ
ル
的
事
業
を
、
女
性
団
体
な
ど
に
委
嘱

し
て
い
る
も
の
。
今
年
度
は
二
十
四
事
業
で
、
団
体
・
グ
ル
ー

プ
の
手
に
よ
っ
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
が
行
わ
れ
む

地
域
に
根
ざ
し
た
凶
事
業

報
告
会
に
先
立
ち
、
企
画
運

営
委
員
長
の
目
黒
依
子
さ
ん
は

「
北
京
の
会
議
で
中
心
の
課
題

に
な
る
だ
ろ
う
一
つ
に
エ
ン
パ

ワ
l
メ
ン
ト
が
あ
る
。
女
性
が

持
っ
て
い
る
力
を
発
揮
し
、
社

会
作
り
を
す
る
に
は
い
ろ
い
ろ

な
方
法

・
表
現
が
あ
る
。
エ
ン

パ
ワ
l
メ
ン
ト
は
、
女
性
が
自

立
し
た
人
間
と
し
て
生
き
る
力

妙
め
た
り
煮
込
ん
だ
り
す
る

と
、
黄
色
の
色
が
良
く
で
ま

す
。〈
マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ
ト
の
簡

単
お
菓
子
〉

【
材
料
】

マ
ッ
シ
ュ
ポ
テ

ト:・

m
g、
ぬ
る
ま
湯
・
:

側
∞
、
砂
糖
:
・
初
g
、
生
ク

惨164.... 

の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
養

成
」
、

「学
習
後
、
自
分
た
ち

が
ど
う
し
て
い
く
の
か
、
と
い

っ
た
具
体
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
の
必

要
性
」
、
そ
じ
て
、
「
グ
女
性
H

と
い
え
ば
H

地
域
・
家
庭
H

と

い
う
テ
l
マ
設
定
に
見
る
新
性

別
役
割
分
差
意
識

(男
は
、
職

場
、
女
は
地
域
・
'家
庭
)
が
現

れ
て
い
る
0
1
社
会
参
加
の
方
法

に
つ
い
て
白
紙
に
戻
っ
て
考

え
、
社
会
参
官
刈
つ
な
げ
て
欲

し
い
」
と
い
ルつ
え
叱
時
激
励
の

意
味
で
辛
口
の
コ
メ
ン
ト
が
寄

せ
ら
れ
た
。

自由法曹団が発表
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快速洗い

Z72J 
。dE炉ニ，ゲ亙;ウ o

TOSFlI 

たった28分で
きれいに洗い上げます二
「反転竜巻水流」と「倍速シャワーすすぎ」が実現O

しかも洗浄力が約30%アップ二(強力コースの場合)

わずか92L。
お風自の浴槽のほぼ半分で洗えます:
「新構造節水槽Jと「倍速シャワーすすぎ」てJムダ水を

おさえて、経済的にお洗濯。

全自動洗濯機AW-60X7(容量6.0kg)本体標準価格97，000円(税J.l1J)
(wu)ニューシルキーホワイト、(H)エ7セルグレ一、 (C)マイルトベーンユ 寸，圭 福ホース吉ι)625x奥行印Ix高さ926mo

砂この広告の数値1.当社従見慣IIAW.ωG5との比恒定時冨置の7割("2k.g .. 王 町時て、・'~1!< .15L 分の混省てす ・必噌1'7170Lの唱吉

.お問い合わせ'" 干10501東京都品区a.爾111 略薫互広告部ラ""ソ 噌器担当 TEL_03 [3.:，7、2355s 
い

ι 

やさしさを大切にしま札束芝 1 


